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§1.概要 

本仕様書は、バーコードスキャナー（OBR）機能に関して説明します。 
 
 



 
DT-870M51 バーコード機能解説書 

§2.機能 

 

2-1.機能概要 

ＯＢＲ機能は，バーコード入力を行なうために提供する関数群と，トリガキー押下後，レーザスキャナを制

御し，バーコードからコードを読み出す割り込みハンドラ部（デコーダーを含む）から成り立っています． 

 

2-1-1.レーザスキャナ部 

項目 仕様 

発光素子 赤色半導体レーザー 

発光波長 650±10mm 

光出力 < 1.0 mW 

走査方式 往復振動式ミラー 

走査回数 100±20scan/sec 

レーザー光走査角度 54±5deg 

読み取り角度 44deg 

読み取り PCS 0．45 以上スペース/マージンの反射率は 70%以上   

分解能 (mm) 距離 (mm) 

0.125 最小:60 最大:90 

0.150 最小:50 最大:100 

0.250 最小:50 最大:190 

0.500 最小:50 最大:300 

間口からの最大読み取り距離 

1.000 最小:50 最大:450 

 

2-1-2.デコード部 

■読み取り可能コード 

ＷＰＣ  ＪＡＮ規格 ： JIS X0501 

                      ＪＡＮ－１３，ＪＡＮ－８ 

                      ＪＡＮ－１３ ａｄｄｏｎ（＋２，＋５），ＪＡＮ－８ ａｄｄｏｎ（＋２，＋５） 

        ＥＡＮ規格 ： General Specification for the Article Symbol Marking 

                      ＥＡＮ－１３，ＥＡＮ－８ 

                      ＥＡＮ－１３ ａｄｄｏｎ（＋２，＋５），ＥＡＮ－８ ａｄｄｏｎ（＋２，＋５） 

        ＵＰＣ規格 ： UPC Symbol Specification Jan 1986 

                      ＵＰＣ－Ａ，ＵＰＣ－Ｂ，ＵＰＣ－Ｅ 

                      ＵＰＣ－Ａ ａｄｄｏｎ（＋２，＋５），ＵＰＣ－Ｂ ａｄｄｏｎ（＋２，＋５） 

                      ＵＰＣ－Ｅ ａｄｄｏｎ（＋２，＋５） 

ＣＯＤＥ－３９ 

ＮＷ－７ （ＣＯＤＡＢＡＲ） 

２ｏｆ５ （Ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｄ／Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ） 

ＣＯＤＥ－９３ 

ＣＯＤＥ－１２８ / ＥＡＮ－１２８ 

ＭＳＩ 

ＩＡＴＡ 

2 



 
DT-870M51 バーコード機能解説書 

■読み取り桁数と出力フォーマット 
バーコード種類 規 格 読取桁数 出力フォーマット 備  考 

WPC JAN-13 

EAN-13 

JAN-8 

EAN-8 

JAN-13 addon+2 

EAN-13 addon+2 

JAN-13 addon+5 

EAN-13 addon+5 

JAN-8 addon+2 

EAN-8 addon+2 

JAN-8 addon+5 

EAN-8 addon+5 

UPC-A 

UPC-B 

UPC-A addon+2 

UPC-B addon+2 

UPC-A addon+5 

UPC-B addon+5 

UPC-E 

 

 

 

UPC-E addon+2 

 

 

 

UPC-E addon+5 

 

 

 

 

 

 

 

13 

13 

8 

8 

15 

15 

18 

18 

10 

10 

13 

13 

12 

12 

14 

14 

17 

17 

(7),8 

(7),8 

(7),8 

(7),8 

(9),10 

(9),10 

(9),10 

(9),10 

(12),13 

(12),13 

(12),13 

(12),13 

 

FFMMMMMNNNNNC｣ 

FFMMMMMNNNNNC｣ 

FFMMMNC｣ 

FFMMMNC｣ 

FFMMMMMNNNNNCAA｣ 

FFMMMMMNNNNNCAA｣ 

FFMMMMMNNNNNCAAAAA｣ 

FFMMMMMNNNNNCAAAAA｣ 

FFMMMMNCAA｣ 

FFMMMMNCAA｣ 

FFMMMMNCAAAAA｣ 

FFMMMMNCAAAAA｣ 

0SMMMMMNNNNNC｣ 

0SMMMMMNNNNNN｣ 

0SMMMMMNNNNNCAA｣ 

0SMMMMMNNNNNNAA｣ 

0SMMMMMNNNNNCAAAAA｣ 

0SMMMMMNNNNNNAAAAA｣ 

0MMNNNMC｣ 

0MMMNN3C｣ 

0MMMMN4C｣ 

0MMMMMNC｣ 

0MMNNNMCAA｣ 

0MMMNN3CAA｣ 

0MMMMN4CAA｣ 

0MMMMMNCAA｣ 

0MMNNNMCAAAAA｣ 

0MMMNN3CAAAAA｣ 

0MMMMN4CAAAAA｣ 

0MMMMMNCAAAAA｣ 

 

F:ｶﾝﾄﾘｰﾌﾗｸﾞ 

M:生産者ｺｰﾄﾞ 

N:商品コード 

S:ｼｽﾃﾑﾒﾝﾊﾞｰｷｬﾗｸﾀ 

A:addon ﾃﾞｰﾀ 

｣:終了ｺｰﾄﾞ(CRまたはLFまたはCR+LF) 

UPC-Bを除きﾁｪｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(mod 10)の計算は 

必ず行われます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後のM:0～2 

 

 

最後のN:5～9 

最後のM:0～2 

 

 

最後のN:5～9 

最後のM:0～2 

 

 

最後のN:5～9 

 

CODE-39  3～40 

3～40 

1～38 

1～38 

SBBB･･････････････････BBCS｣ 

SAAA･･････････････････AACS｣ 

BBB･･･････････････････BBC｣ 

AAA･･･････････････････AAC｣ 

A:ASCII変換後ﾃﾞｰﾀ,    B:ASCII変換前ﾃﾞｰﾀ

C:ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(mod 43) 

  ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄなしの場合は､ﾃﾞｰﾀとなります

S:ｽﾀｰﾄ･ｽﾄｯﾌﾟｷｬﾗｸﾀ(*) 

NW-7  3～40 

1～38 

SDDD･････････････････DDDE｣ 

DDD･･････････････････DDD｣ 

S:ｽﾀｰﾄｺｰﾄﾞ(a,b,c,dのいづれか) 

E:ｴﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ(a,b,c,dのいづれか) 

D:ﾃﾞｰﾀ 

Interleaved 2 of 5  2～40 DDD･･･････････････････DDDC｣ D:ﾃﾞｰﾀ 

C:ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(mod 10) 

  ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄなしの場合は､ﾃﾞｰﾀとなります

読取桁数は偶数桁のみ 

Industrial 2 of 5  2～40 DDD･･･････････････････DDDC｣ D:ﾃﾞｰﾀ 

C:ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(mod 10) 

  ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄなしの場合は､ﾃﾞｰﾀとなります

読取桁数は偶数桁のみ 

CODE-93  1～40 AAA･･･････････････････AAA｣ A:ASCII変換後ﾃﾞｰﾀ,    B:ASCII変換前ﾃﾞｰﾀ

C:ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(mod 47) 

S:ｽﾀｰﾄｺｰﾄﾞ,           E:ｴﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ 

CODE-128  1～64 

1～64 

1～64 

1～64 

AAA･･･････････････････AAA｣ 

SBBB･･････････････････BBCE｣ 

FAAA･･････････････････AAA｣ 

GAAA･･････････････････AAA｣ 

A:ASCII変換後ﾃﾞｰﾀ,    B:ASCII変換前ﾃﾞｰﾀ

C: ﾁ ｪ ｯ ｸ ﾃ ﾞｼﾞｯﾄ(mod 47) S:ｽﾀｰﾄｺｰﾄﾞ, 

E:ｴﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ,F:ｺｰﾄﾞID(“]C1”,EAN-128のみ)

G:GS(1Dh,EAN-128のみ) 

MSI  1～40 DDD･･･････････････････DDCC｣ D:ﾃﾞｰﾀ 

C:ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(mod 10,mod 11) 

  ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄなしの場合は､ﾃﾞｰﾀとなります

IATA 

 

 1～40 DDDDDDDDDD…………C」 

PADDDDDDDDDDDDDDC」 

D:ﾃﾞｰﾀ 

C:ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ(IATA仕様) 

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ無しの場合はﾃﾞｰﾀとなります 

P:ｸｰﾎﾟﾝ NO. A:ｴｱﾗｲﾝ NO. D:ﾃﾞｰﾀ 

C:ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ 

読取桁数が、カッコの桁

の場合は、出力フォーマ

ットに「Ｃ」は付加され

ません。 
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2-1-3.ファンクション部 

ファンクション部は，バーコード入力を行なうために提供する関数群のことです．本製品の OBR で提供され

ている関数には次のようなものがあります． 

 

(1)  開始／終了 

レーザーの読み取りを開始／終了します． 

(2)  1 文字／文字列読込み 

OBR バッファよりデコードしたﾃﾞｰﾀを 1 文字または，文字列で読み出します． 

(3)  OBR バッファの状態チェック 

OBR バッファのデコードしたﾃﾞｰﾀの格納状態をチェックし，バッファ内の残りﾃﾞｰﾀ数を通知しま

す． 

(4)  OBR バッファのクリア 

OBR バッファをクリアします． 

(5)  格納先バッファの切り替え 

読み取りﾃﾞｰﾀの出力先を OBR バッファまたは，キーバッファに切り替えます． 

(6)  OBR 動作モードの設定／参照 

読み取り方式等の動作モードの設定／参照を行ないます． 

(7)  状態参照 

レーザーによる読み取りの状態を参照します． 

(8)  ini ファイル読込み/書き込み 

  ini ファイルにモード設定情報の読込み及び書き込みを行ないます. 

(9)  LOG 情報採取 

スキャナ部とデコード部がそれそれに設定した LOG 情報の採取を行ないます. 

ルートディレクトリ上にファイルに出力します. 

（スキャナ部：ObrLog.dat、デコーダ部：DecodeLog.dat） 
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2-2.機能分類 

本製品の OBR では提供する各関数を次のように分類しています． 

機能分類 関数 備考 

OBR BIOS 開始処理  開始/終了 

OBR BIOS 終了処理  

OBR バッファ 1文字リード  

OBR バッファ文字列リード  

OBR バッファの状態参照  

OBR バッファのクリア  

バッファ制御 

OBR バッファの切り替え  

OBR 動作モードの参照  

OBR 動作モードの設定  

モード設定/参照 

OBR 動作モードの初期値設定  

OBR ini ファイル読込み要求  ｉｎｉ ファイル読込み/書き込み 

OBR ini ファイル書込み要求  

 

2-3.機能詳細 
 

2-3-1.開始／終了 

レーザーを点灯し，バーコードの読み取りが出来る読み取り可能状態と，レーザーを消灯し，バーコードの

読み取りが出来ない読み取り待機状態の切り替えを行ないます．また，現在の状態を参照することができま

す． 

開始処理はモード設定とは別に、読み取りコードの設定を行なうことも可能です． 

 

2-3-2.バッファ制御 

バーコード入力を行なったﾃﾞｰﾀを格納しているバッファ（以後 OBR バッファ）の制御を行なうために本製品

の OBR では次の関数が提供されています． 

 

(1)  OBR バッファ 1文字リード 

OBR バッファに格納されているデコードデータの先頭から１バイト分読み出します． 

(2)  OBR バッファ文字列リード 

OBR バッファに格納されているデコードデータを 1ラベル分読み出します． 

(3)  OBR バッファの状態参照 

OBR バッファに格納されているデコードデータの状態をチェックし，バッファ内の残りバイト数と残

り段数を通知します．  

(4)  OBR バッファのクリア 

OBR バッファに格納されているデコードデータをすべてクリアします． 

(5)  出力バッファ切り替え 
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ﾃﾞｰﾀの出力先をキーバッファに切り替えることにより，読み取ったﾃﾞｰﾀをキー入力と同等に扱うこ

とができます．初期状態は，OBR バッファを設定しています． 

・初期状態 ・キーバッファに切り替えた後

OBRバッファ

キーバッファ

OBRバッファ

キーバッファキー押下

バーコード
読み込み

キー押下

バーコード
読み込み

 

 

各バッファの使用方法を記載します． 

OBR バッファ バーコードを読み取るとコード種別・データバイト数とともにデコードデータをバッファに保存します．
バッファ内のデータはクリアするまで保存されるので、自由なタイミングで読み出しが可能です．
また、バッファ内のデータをすべて読み出して不要になったときは、バッファをクリアしてください．

キーバッファ 通常のキー入力と同様にデコードデータをキーバッファに出力します．
OBRバッファから切り替えた時は、OBRバッファを一旦クリアしてください．
キーバッファ出力には、指定ウィンドウとアクティブなウィンドウとの２種類の出力方法があります．

 

 

 

2-3-3.モード設定／参照 

バーコード入力を行なう為の前準備として本製品のOBRでは以下に記載した項目を設定することが可能です． 

項目 備考
バーコード関連 読み取りコード

読み取り桁数
出力フォーマット
チェックデジッドの計算
チェックキャラクタの出力

出力関連 出力先バッファ
終了コード

読み取り関連 読み取り方法
読み取り動作
ブザー制御
LED制御
読み取り回数
照合回数
スキャン時間  

次に各項目の詳細について記載します． 
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(1)読み取りコード 

デコード処理の処理時間の関係から、特定のコードしか読み取らない場合は使用するコードのみを指

定しておくことを推奨します． 

設定条件 コード 備考

自動機別 NW-7

（全てのコードを選択した時） CODE-39   デコードの優先順位　高い

Industrial 2of5

Interleaved 2of5

CODE-93

CODE-128(EAN-128)

MSI

WPC(UPC-E以外) addon +2(5)

WPC(UPC-E以外)

UPC-E addon +2(5)   デコードの優先順位　低い

UPC-E
IATA

コード限定 単一および任意の複数コードが選択可能です （複数コードを設定した場合の

優先順位は上段の通りです）
 

 

(2)読み取り桁数 

コードごとに読み取り桁数の有効範囲の指定が可能です． 

各コードの設定可能範囲は次の通りです。 

WPC : 桁数は固定 （設定不可能）

CODE-39 : 2～38桁 （スタート／ストップキャラクタを含みません）

NW-7 : 2～38桁 （スタート／ストップキャラクタを含みません）

Industrial 2of5 : 2～40桁

Interleaved 2of5 : 4～40桁

CODE-93 : 1～40桁

CODE-128 : 1～64桁

MSI : 1～40桁

IATA : 1～40桁
 

制限事項： 

■ Interleaved 2of5 は仕様上、コードデータは必ず偶数桁です。 

奇数桁の指定をした場合，最小桁は(指定桁+1)の桁数まで，最大桁は(指定桁-1)の桁数までが読み

取り可能となります．従って，最大最小桁に同一の奇数を指定した場合，なにも読み取れなくなり

ます． 

■ 誤読防止のため、CODE-39 および NW-7 の 1 桁, Interleaved 2of5 の 2 桁に関しては，コードを限

定した場合のみ設定可能です． 

＜ 設定範囲 ＞ １コード限定のとき 

CODE-39 : 1～38桁 （スタート／ストップキャラクタを含みません）

NW-7 : 1～38桁 （スタート／ストップキャラクタを含みません）

Interleaved 2of5 : 2～40桁
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(3)出力フォーマット 

次に記載するバーコードの種類は，出力フォーマットの設定が可能です． 

バーコードの種類 設定内容 初期状態 

スタート/ストップキャラクタの出力の有無を設定 出力有り CODE-39 

Full ASCII 変換の有無を設定 変換なし 

NW-7 スタート/ストップキャラクタの出力の有無を設定 出力有り 

CODE-128 変換前ﾃﾞｰﾀ/変換後ﾃﾞｰﾀ(ASCII)のどちらかを出力するかを設定 

EAN-128 出力の有無を設定 

ｺｰﾄﾞ ID 出力の有無を設定(EAN-128 のみ) 

先頭 Fncl を GS に変換して出力するかを設定(EAN-128 のみ) 

変換後ﾃﾞｰﾀ 

出力無し 

出力無し 

出力無し 

 

(4) チェックデジッドの計算 

各コードの計算方式による結果とチェックキャラクタを照合し，一致したときのみデコードを完了す

る設定を有効／無効にすることができます．（NW-7 は除く） 

 

(5)チェックキャラクタの出力 

次に記載するバーコードの種類は，チェックキャラクタの出力を有効／無効にする指定が可能です． 

バーコードの種類 初期状態

CODE-39 出力有り

UPC-E / UPC-E addon 出力有り

Industrial 2of5 出力有り

Interleaved 2of5 出力有り

MSI 出力有り  

 

(6)出力バッファ取得 

デコードデータを出力する，現在のバッファ設定を取得します． 

 

(7)終了コード 

バーコードデータの最後につける制御コードを次の３種類から選択できます． 

・ CR 

・ LF 

・ CR+LF 
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(8)読み取り方法 

読み取り方法は次の項目から選択が可能です． 

連続読み
（トリガキー有り）

トリガキーを押下している間常に読み取り可能
状態となります．
また，二度読み防止のため同一ラベルを連続
して読むことは出来ません．

・前コード読み取り完了後，
　スキャン時間が経過
・指定読み取り回数分の読み取り完了
・トリガキー離し

連続読み
（トリガキー無し）

トリガキーを押下しなくても，OBROpen関数で
読み取り可能状態となります．

・OBRClose関数呼び出し

連続読み
（トリガキー切り替え）

トリガキーを押下する毎に読み取り可能状態，
読み取り待機状態を繰り返します．

・トリガキーによる切り替え

連続読み
（2アクションモード）

最初のトリガキーを押下によりレーザーが点灯
しますが読み取りはしません、再度トリガキー
押下により読み取りを開始します．

・OBRClose関数呼び出し
・スキャン時間経過

連続読み
（回数読みモード）

トリガキーすると読み取り可能状態となります．
同一データを300回読み取ると読み取り完了と
なります．
また，二度読み防止のため同一ラベルを連続
して読むことは出来ません．

・読み取り完了（同一データ300回読み取
り）
・OBRClose関数呼び出し
・スキャン時間経過

 

 

(9)読み取り動作 

読み取り方法で連続読みを指定している場合、次の動作切り替えが可能です． 

通常読み：オープン後、クローズするまで連続して読み取りが行われます． 

段数読み：オープン後、指定された回数分の読み取りが行われます． 

（読み取ったコードが既に OBR バッファに格納されているときはカウントされません） 

 

(10)ブザー制御 

1 コードごとの読み取り完了をブザー音によって通知することができます．また，ブザー制御を無効に

することも可能です． 

※ブザーの音量はコントロールパネル上の「Buzzer」によって設定することができます．そのため音

量（Scan 及び Alarm）がオフになっている場合，ブザー音による通知を設定してあっても音はなり

ません． 

 

(11)LED 制御 

1 コードごとの読み取り完了を LED の点灯によって通知することができます．また LED 制御を無効にす

ることも可能です． 

モード 0 1 2 

読み取り正常※1 × ○ ○ 

読み取り異常※2 × ○ × 

 
※１ 読み取りコードが正常な場合，LED を一定秒間緑色に点灯したのち消灯します． 

※２ 読み取りコードが異常な場合，LED を一定秒間赤色に点灯したのち消灯します． 

＜読み取りコードが異常になる要因＞ 

・ 指定した桁数の範囲外のバーコードを読み取った場合 

・ チェックデジッド指定時のチェックデジッドエラー 

・ CODE-39 における Full ASCII 変換エラー 
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(12)読み取り回数 

連続読みの場合の読み取りコード数を設定できます． 

（設定した回数分のコードを読み取り完了すると，自動的に読み取り待機状態となります） 

1～9 回まで設定することが可能です． 

 

(13)照合回数 

読み取ったﾃﾞｰﾀに対する信頼性を強化するための照合回数を設定できます． 

（照合回数をもとに内部で設定された回数の読み取りを行ない照合します） 

1～9 回まで設定することが可能です． 

 

(14)スキャン時間 

トリガキーを押下した後の読み取り可能時間を設定できます． 

（設定した時間を経過すると，自動的に読み取り待機状態となります） 

1～9 秒まで設定することが可能です． 

 

2-3-4. ｉｎｉ ファイル読込み/書き込み 

バーコード入力を行なう為の前準備として本製品の OBR では ini ファイルを読込むことにより、モード設定

の初期値を変更することが可能です 

 （1）ｉｎｉ ファイル読込み 

   ini ファイル（OBRDRV.ini）を読込み OBR のモード設定初期値を変更します. 

   モード設定初期値を有効にするには、モード設定/参照の OBR 動作モードの初期値設定を行なう 

ことで有効となります. 

   ※ＯＢＲドライバ（OBRDRV.dll）起動時に必ず ini ファイルの読込みを行なっています. 

 

 （2）ｉｎｉ ファイル書込み 

   ＯＢＲドライバ（OBRDRV.dll）の現在設定されているモード設定内容を ini ファイル（OBRDRV.ini） 

に書込みをないます. 

 

尚、ini ファイル（OBRDRV.ini）の内容変更を行なうには、設定ツール（Set1D.exe）を使用して変更 

を行なってください 

※Set1D.exe は Windows 以下のフォルダにあります。 
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§3.ファンクション詳細 

 

3-1.関数一覧 

 
No. 関数名 機能 

1 OBROpen OBR BIOS 開始処理 

2 OBRClose OBR BIOS 終了処理 

3 OBRGetc OBR バッファ１文字リード 

4 OBRGets OBR バッファ文字列リード 

5 OBRGetStat OBR バッファの状態参照 

6 OBRClearBuff OBR バッファのクリア 

7 OBRGetScanningMode OBR 動作モード参照 

8 OBRSetScanningMode OBR 動作モード設定 

9 OBRChangeBuffMode OBR バッファの切替え 

10 OBRGetScanningCode OBR 読取コード情報 GET 

11 OBRGetCode39Option OBR CODE-39 情報 GET 

12 OBRGetNW7Option OBR NW-7 情報 GET 

13 OBRGetWPCAOption OBR WPCA 情報 GET 

14 OBRGetWPCOption OBR WPC 情報 GET 

15 OBRGetUPCAOption OBR UPCA 情報 GET 

16 OBRGetUPCOption OBR UPC 情報 GET 

17 OBRGetIDF2o5Option OBR Industrial2of5 情報 GET 

18 OBRGetITF2o5Option OBR Interleaved2of5 情報 GET 

19 OBRGetCode93Option OBR CODE-93 情報 GET 

20 OBRGetCode128Option OBR CODE-128 情報 GET 

21 OBRGetMSIOption OBR MSI 情報 GET 

22 OBRGetIATAOption OBR IATA 情報 GET 

23 OBRGetScanningType OBR 読取方式情報 GET 

24 OBRGetBuzzer OBR ブザー制御情報 GET 

25 OBRGetLED OBR LED 制御情報 GET 

26 OBRGetBuffType OBR 出力バッファ情報 GET 

27 OBRGetSuffixChar OBR 終了コード情報 GET 

28 OBRGetModeReadAction OBR 読取動作モード情報 GET 

29 OBRGetCheckCounter OBR 照合回数情報 GET 

30 OBRGetScanningCounter OBR 読取回数情報 GET 

31 OBRGetScanningTimeout OBR スキャン終了監視タイマ情報 GET 

32 OBRSetScanningCode OBR 読取コード情報 SET 
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No. 関数名 機能 

33 OBRSetCode39Option OBR CODE-39 情報 SET 

34 OBRSetNW7Option OBR NW-7 情報 SET 

35 OBRSetWPCAOption OBR WPCA 情報 SET 

36 OBRSetWPCOption OBR WPC 情報 SET 

37 OBRSetUPCAOption OBR UPCA 情報 SET 

38 OBRSetUPCOption OBR UPC 情報 SET 

39 OBRSetIDF2o5Option OBR Industrial2of5 情報 SET 

40 OBRSetITF2o5Option OBR Interleaved2of5 情報 SET 

41 OBRSetCode93Option OBR CODE-93 情報 SET 

42 OBRSetCode128Settings OBR CODE-128 情報 SET 

43 OBRSetMSIOption OBR MSI 情報 SET 

44 OBRSetIATAOption OBR IATA 情報 SET 

45 OBRSetScanningType OBR 読取方式情報 SET 

46 OBRSetBuzzer OBR ブザー制御情報 SET 

47 OBRSetLED OBR LED 制御情報 SET 

48 OBRSetSuffixChar OBR 終了コード情報 SET 

49 OBRSetModeReadAction OBR 読取動作モード情報 SET 

50 OBRSetCheckCounter OBR 照合回数情報 SET 

51 OBRSetScanningCounter OBR 読取回数情報 SET 

52 OBRSetScanningTimeout OBR スキャン終了監視タイマ情報 SET 

53 OBRSetDefaultSymbology OBR 初期値情報 SET 

54 OBRSetIniFileOption OBR ini File 読込み情報 SET 

55 OBRUpDateIniFileOption OBR ini File 書き込み 

56 OBRGetFilterFunction OBR フィルタモード情報 GET 

57 OBRSetFilterFunction OBR フィルタモード情報 SET 

58 OBRGetFilterOnTimer OBR フィルタ ON タイマ情報 GET 

59 OBRSetFilterOnTimer OBR フィルタ ON タイマ情報 SET 

60 OBRIntLogRequest OBR LOG 情報採取要求 
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3-2.関数詳細 

題目 ＯＢＲ  ＢＩＯＳ開始処理 関数名 OBROpen 種類   

機能 
ＯＢＲの開始処理を行ないます。 
①動作モードの更新 
②バッファの初期化 
③ＯＢＲシステムデータの読込み 
④ハードウエア制御（割込み etc） 
⑤トリガーキーの登録を行い、トリガーキーをドライバに専有します。 

Ｃ言語インタフェース 

【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】  int  OBROpen(HANDEL apHwnd,DWORD dwMode); 

【パラメータ】  HANDEL apHwnd    ：アプリケーションウィンドウハンドル 

                  キー入力データ出力（指定したウィンドウハンドルに出力）指定する 

                  場合に本パラメータにて指定されたウィンドウハンドル 

                  に出力します 

                  注：動作モード設定の出力バッファ指定を参照して下さい 
 DWORD  dwMode   ：オープンモード（以下の項目の論理和で指定） 

    OBR_CD39  ：CODE39 

    OBR_NW_7 ：NW-7 
    OBR_WPCA  ：WPC(UPC-E 以外)addon 
    OBR_WPC  ：WPC(UPC-E 以外)  
    OBR_UPEA  ：UPC-E addon 
    OBR_UPE  ：UPC-E 
    OBR_IDF ：Industrial 2of5 
    OBR_ITF ：Interleaved 2of5 
    OBR_CD93  ：CODE93 
    OBR_CD128  ：CODE128 
    OBR_MSI  ：MSI 
    OBR_IATA  ：IATA 
    OBR_CHK_ON ：ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ実行指示 
    OBR_OUT_ON ：ﾁｪｯｸｷｬﾗｸﾀ 出力指示 

【戻り値】OBR_OK     0x00000000 ：正常終了 

 OBR_PON     0xFFFF0700：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 OBR_ERROR_HOTKEY     0xFFFF0705：RegisterHotKey ｴﾗｰ（ﾄﾘｶﾞｰｷｰ登録失敗） 

備考 
現在設定されている動作モードでオープンする場合は、オープンモードに“０”を指定します。 
オープンモードが“０”以外の場合、動作モードを一度初期化し、指定されたコードの内容で設定を行ないま

す。使用コードのチェックデジット／チェックキャラクタ以外の項目は初期値になります。 
本関数で設定できない項目は、動作モードの設定関数で設定を行ってください。 
 

エミュレータの処理 
① OBROpen() 実行済みならエラーを返します。 
② アプリケーションの Window ハンドルとオープンモードを内部に格納します。 
オープン済みフラグをオンします。 
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題目 ＯＢＲ  ＢＩＯＳ終了処理 関数名 OBRClose 種類   

機能 
ＯＢＲの終了処理を行ないます。 
① ハードウエア制御（割込み etc） 
② トリガーキーの解放を行い、ドライバによるトリガーキー専有を解放します。 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRClose(VOID) ; 

 

 

 
【パラメータ】 

 なし 

 

 

 

 

 

 

 
【戻り値】 

  
 OBR_OK  0x00000000  ：正常終了 

 OBR_POF  0xFFFF0701  ：クローズ済み 

 

備考 
エミュレータの処理 
① OBROpen() 実行されていなければエラーを返します。 
② 内部データを初期化します。 

③ オープン済みフラグをオフします。 
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題目 ＯＢＲ バッファ１文字リード 関数名 OBRGetc 種類   

機能 

ＯＢＲバッファから 1 文字読み出します。 

Ｃ言語インタフェース 

【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRGetc(DWORD *dwRcd) 
【パラメータ】 
 DWORD *dwRcd    ：読取りコード格納先へのポインタ 
    OBR_NONDT ：データなし  
    OBR_CD39 ：CODE39 
    OBR_NW_7 ：NW-7 
    OBR_WPCA  ：WPC(UPC-E 以外)addon 
    OBR_WPC  ：WPC(UPC-E 以外)  
    OBR_UPEA  ：UPC-E addon 
    OBR_UPE  ：UPC-E 
    OBR_IDF  ：Industrial 2of5 
    OBR_ITF  ：Interleaved 2of5 
    OBR_CD93  ：CODE93 
    OBR_CD128  ：CODE128 
    OBR_MSI  ：MSI 
    OBR_IATA  ：IATA 

【戻り値】 
ＯＢＲデータ（１文字） 

 
  ＊：未オープン状態にて本関数を実行する場合以下の異常終了が発生することがあります。 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

備考 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されていない場合は OBR_NOT_DEVICE が返ります。 
②*dwRcd に読み取りコードを設定するとそれに対応したデータを 1 文字づつ返します。返されるデータは有意なデ

ータではなく“読み取りコード名”を返します。 
*dwRcd = OBR_CD39 で呼び出すと、“O”，“B”，“R”，“＿”，“C”，“D”，“３”，“9”の順番に返

されます。また、読み取り方式がトリガ有りの場合はスキン上のトリガボタンを押さないと関数から返って来ません。 
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題目 ＯＢＲ バッファ文字列リード 関数名 OBRGets 種類   

機能 

ＯＢＲバッファから１コード分の文字列を読み出します。 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRGets(BYTE *buff,DWORD *dwRcd,BYTE *lengs) ; 

 
【パラメータ】 
 BYTE *buff  ：ＯＢＲデータ出力先へのポインタ 
 
 DWORD *dwRcd  ：読取りコード格納先へのポインタ 
     OBR_NONDT ：データなし  
     OBR_CD39 ：CODE39 
     OBR_NW_7 ：NW-7 
     OBR_WPCA  ：WPC(UPC-E 以外)addon 
     OBR_WPC  ：WPC(UPC-E 以外)  
     OBR_UPEA  ：UPC-E addon 
     OBR_UPE  ：UPC-E 
     OBR_IDF  ：Industrial 2of5 
     OBR_ITF  ：Interleaved 2of5 
     OBR_CD93  ：CODE93 
     OBR_CD128  ：CODE128 
     OBR_MSI  ：MSI 
     OBR_IATA  ：IATA 
 
 ,BYTE *lengs  ：データバイト数格納先へのポインタ 

 
【戻り値】 
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

16 



 
DT-870M51 バーコード機能解説書 

備考 
エミュレータの処理 

①OBROpen（）が発行されていない場合は OBR_NOT_DEVICE が返ります。 

②トリガーボタンのウェイト中にエラーが発生した場合は OBR_NOT_DEVICE_DECODE が返ります。 

③*dwRcd に読み取りコードを設定するとそれに対応した文字列データを返します。 

返されるデータは有意なデータではなく“読み取りコード名”を返します。 

*dwRcd = OBR_CD39 で呼び出すと、“OBR＿CD３9”が返されます。また、読み取り方式がトリガ有りの場合は

スキン上のトリガボタンを押さないと関数から返って来ません。 
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題目 ＯＢＲ バッファ状態の参照 関数名 OBRGetStat 種類   

機能 
ＯＢＲバッファの状態を読み出します。 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRGetStat(DWORD *dwLeng,BYTE *lcnt) ; 

 

 

 
【パラメータ】 
 DWORD * dwLeng   ：バッファ内の残りバイト数格納先へのポインタ 
 BYTE *lcnt     ：バッファ内の残り段数格納先へのポインタ 

 

 

 

 

 

 
【戻り値】 
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
エミュレータの処理 

①OBROpen（）が発行されていない場合は OBR_NOT_DEVICE が返ります。 

②固定的に * dwLeng=256,  *lcnt=2 で返します。 
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題目 ＯＢＲ バッファのクリア 関数名 OBRClearBuff 種類   

機能 
ＯＢＲバッファのクリアを行ないます。 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 
 int OBRClearBuff(void) ; 

 

 

 
【パラメータ】 

 なし 

 

 

 

 

 

 

 
【戻り値】 
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 

本関数では、ＯＢＲバッファの管理情報のみをクリアし、バッファ内のデータはクリアしません。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されていない場合は OBR_NOT_DEVICE が返ります。 
②内部に格納しているデータの読み出し位置を先頭文字の位置にします。 
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題目 ＯＢＲ 動作モード参照 関数

名 
OBRGetScanningMode 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モードを読込みます。 

Ｃ言語インタフェース 

【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 
 int OBRGetScanningMode(M_TBL * modtbl) ; 
【パラメータ】 

 M_TBL *modtbl ：動作モードテーブル格納エリアへのポインタ 
struct { 
 DWORD Code;  /* 読み取り可能コード  */ 
 BYTE Cd39[6];  /* Code39   */ 
 BYTE Nw7[6];  /* Nw-7   */ 
 BYTE Wpcea[6];  /* Wpc(Upc-e 以外)addon */ 
 BYTE Wpce[6];  /* Wpc(Upc-e 以外)   */ 
 BYTE Upcea[6];  /* Upc-e addon  */ 
 BYTE Upce[6];  /* Upc-e   */ 
 BYTE Idsf[6];  /* Industrial 2of5  */ 

 BYTE Itrf[6];  /* Interleaved 2of5  */ 
 BYTE Cd93[6];  /* Code93   */ 
 BYTE Cd128[6];  /* Code128   */ 
 BYTE Msi[6];  /* MSI   */ 
 BYTE Iata[6];  /* IATA   */ 
 BYTE Resv[20][6]; /* 拡張用   */ 
    /* 配列[0]ﾘｻﾞｰﾌﾞ  */ 
    /*     [1]読み取り桁数(Min)  */ 
    /*     [2]読み取り桁数(Max)  */ 
    /*     [3]出力フォーマット */ 
    /*     [4]ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ実行指示 */ 
    /*     [5]ﾁｪｯｸｷｬﾗｸﾀ 出力指示 */ 
 BYTE Type;  /* 読み取り方式の設定  */ 
 BYTE Gain;  /* Reserved   */ 
 BYTE Buzc;  /* ブザーコントロールの設定 */ 
 BYTE Ledc;  /* LED コントロールの設定 */ 
 BYTE Bufc;  /* 出力バッファの設定  */ 
 BYTE Endc;  /* 終了コードの設定  */ 
 BYTE Mode;  /* 通常読み/段数読み指定 */ 
 BYTE Dumy;  /* 拡張用   */ 
 Int    cmp_ct;  /* 照合回数       */ 
 Int    rd_ct;  /* 読み取り回数         */ 
  int scn_tm;  /* 終了監視ﾀｲﾏｶｳﾝﾀ        */ 
 DWORD gobrW_LCid ; /* 拡張用   */ 
 DWORD gobrW_SMid ; /* 拡張用   */ 
 DWORD gobrW_OWid ; /* 拡張用   */  

} M_TBL 

【戻り値】 
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE   0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
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備考 
動作モードテーブルの内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

本関数で参照できない項目は、データ管理関数を参照してください。 

 

エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されていない場合は OBR_NOT_DEVICE が返ります。 
②内部で持っている M_TBL データを返します。 
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題目 ＯＢＲ 動作モード設定 関数名 OBRSetScanningMode 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モードを書込みます。 
 
①読取り誤動作を防止するため、ＯＢＲオープン中の本関数の実行はできません。 

また本関数実行前に、ＯＢＲバッファをクリアしてください。 
②設定パラメータ内にエラーを発見した場合、そのパラメータについては無効としますが、その他のパラメ

ータについては設定を引続き行ないます。 
（パラメータ内に１つ以上エラーがあった場合の戻り値は、E_PRM とします） 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 
 int OBRSetScanningMode(M_TBL *modtbl) ; 

 

 

 
【パラメータ】 

M_TBL *modtbl ：動作モードテーブル格納エリアへのポインタ 

 （構造体は OBRGetScanningMode 関数を参照） 

 

 

 

 

 

 
【戻り値】 
  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 

 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 
備考 

動作モードテーブルの内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

本関数で設定できない項目は、データ管理関数を用いて設定してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されていない場合は OBR_NOT_DEVICE が返ります。 
②内部で持っている M_TBL データを更新します。 
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■動作モードテーブル 
項目 内容 初期値 設定 参照 

読取りコード 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４バイト） 

b31     b0 
 
 
               
          CODE39 
 リザーブ        NW-7 
        WPC addon 
            WPC 
         UPC E addon 

                                          UPCE 
        IDF 
                                          ITF 

                     CODE93
                                      CODE128    

          MSI 
                                              IATA 

 
＊１ 読取るコードに該当するビットをＯＮ（１）にします。 

（OBR_open 関数のオープンモード指定マクロの論理和でも設定可

能） 
＊２ 読取り精度を高めるため、必要なコードのみ読取り設定することを 
推奨します。 

全て 
選択 
(FFFh) 

○ ○ 
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読取り桁数の設定 
 
出力フォーマット 
の設定 
 
チェックデジット 
の計算指定 
 
チェックキャラク

タの出力指定 
 
 
 
 
（１９２バイト） 

リザーブ Min Max 出力
ﾌｫｰﾏｯﾄ

ﾁｪｯｸ
ﾃﾞｼﾞｯﾄ

ﾁｪｯｸ
ｷｬﾗｸﾀ

FFh 2 38 0 *1 0 1 CODE-39
FFh 2 38 0 *2 - - NW-7
FFh 10 18 - 1 - WPC(UPCE以外) addon
FFh 8 13 - 1 - WPC(UPCE以外)
FFh 9 12 - 1 1 UPCE addon
FFh 7 7 ー 1 1 UPCE 
FFh 2 40 - 1 1 Industrial 2of5
FFh 4 40 - 1 1 Interleaved 2of5
FFh 3 40 - 1 - CODE-93
FFh 2 64 0 *3 1 - CODE-128
FFh 1 40 - 1 *4 1 MSI
FFh 1 40 - 0 *5 - IATA
FFh - - - - - リザーブ

- 指定なし（各種コードの固定値）

変更不可（値のチェックなし）

ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ OBR_CHKDOFF：計算無し OBR_CHKDON：計算有り

ﾁｪｯｸｷｬﾗｸﾀ OBR_CHKKOFF：出力無し OBR_CHKKON：出力有り

*1 CODE39 出力ﾌｫｰﾏｯﾄ OBR_39SON(00h)：Start/Stopコード有り
OBR_39SOFF(01h)：Start/Stopコード無し
OBR_39ASON(02h)：Full ASCII Start/Stopコード有り
OBR_39ASOFF(03h)：Full ASCII Start/Stopコード無し

*2 NW-7 出力ﾌｫｰﾏｯﾄ OBR_NWSON(00h)：Start/Stopコード有り
OBR_NWSOFF(01h)：Start/Stopコード無し

*3 CODE128 出力ﾌｫｰﾏｯﾄ OBR_128AON(00h)：変換後(ASCII)のﾃﾞｰﾀを出力
OBR_128AOFF(01h)：変換前のﾃﾞｰﾀを出力
OBR_128EAN(02h)：EAN-128出力有り
OBR_128AIM(06h)：EAN-128コードID出力有り
OBR_128FNC(0Ah)：EAN-128Fnc→GS出力有り

変換前/後の対応は本仕様書最終頁参照

*4 MSIﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ OBR_CHKDOFF(00h)：ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ無し
OBR_CHKDON(01h)：1 桁，mod10
OBR_CDMSEV(02h)：2 桁，1st : mod11 2nd : mod 10
OBR_CDMSTN(03h)：2 桁，1st : mod10 2nd : mod 10

*5 IATAﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ OBR_CHKDOFF(00h)：ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ無し(読取り桁数1-40)
OBR_CHKDON(01h)：最終ｷｬﾗｸﾀ以外を対象(読取り桁数2-40)
OBR_CDMSEV(02h)：ｸｰﾎﾟﾝ番号/数値部を対象(読取り桁数15-17)
OBR_CDMSTN(03h)：数値部を対象(読取り桁数15-17)  

左の表 
参照 

○ ○ 

項目 内容 初期値 参照 設定 
読取り方式の設

定 
 
 
 
（１バイト） 

b7          b0 
                  OBR_TYPE0(00h)：単発読み 
                  OBR_TYPE1(01h)：連続読み(ﾄﾘｶﾞｷｰ有り) 
                  OBR_TYPE2(02h)：連続読み(ﾄﾘｶﾞｷｰ無し) 

(非公開) 
                  OBR_TYPE3(03h)：連続読み(ﾄﾘｶﾞｷｰ切替え) 

(非公開) 
                  OBR_TYPE4(04h)：連続読み(2 ｱｸｼｮﾝﾓｰﾄﾞ) 

(非公開) 
                  OBR_TYPE5(05h)：連続読み(回数読み) 

(非公開) 

連続 
読み 

○ ○ 

ブザー制御の設

定 
 
（１バイト） 

b7          b0 
                  OBR_BUZOFF(00h)：ブザー制御無し 
                  OBR_BUZON(01h)：ブザー制御有り 

ブザー 
有り 

○ ○ 

ＬＥＤ制御の設

定 
 
 
（１バイト） 

b7          b0 
                  OBR_LEDOFF(00h)：ＬＥＤ制御無し 
                  OBR_LEDON(01h)：ＬＥＤ制御有り 
                  OBR_LEDEROF(02h)：ＬＥＤ制御有り(ｴﾗｰ除く) 

Ｌ Ｅ Ｄ

有り 
(ｴﾗｰ 
除く) 

○ ○ 
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出力バッファ 
の参照 
 
（１バイト） 

b7          b0 
                  OBR_BUFOBR(00h)：ＯＢＲバッファに出力 
                  OBR_STOFF(02h)：ＫＥＹバッファに出力 
        （OBROpen 要求にて指定された、ウィンドウ 

ハンドルにキー出力） 

OBR_ASTOFF(03h)：ＫＥＹバッファに出力 
（アクティブ状態のウィンドウにキー出力） 

 

ＯＢＲ 
ﾊﾞｯﾌｧ 

○ × 

修了コードの設

定 
(ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの最後尾

に付加するｺｰﾄﾞ) 
（１バイト） 

b7          b0 
                  OBR_ENDCR(00h)：ＣＲ 
                  OBR_ENDLF(01h)：ＬＦ 
                  OBR_ENDCL(02h)：ＣＲ＋ＬＦ 
 

CR ○ ○ 

読取り動作の設

定 
 
（１バイト） 

b7          b0 
                  OBR_NORM(00h)：通常読み 
                  OBR_DANN(01h)：段数読み 

通常 
読み 

○ ○ 

照合回数の設定 
（４バイト） 

照合回数は、読み取ったバーコードの正当性をとる為、照合回数分同一

バーコードデータ読み取りを行います。 
（指定範囲 1～9） 

1 ○ ○ 

読取り回数の設

定 
（４バイト） 

読取り方式を連続読みに指定した場合、読取り回数分連続にバーコード

の読み取りを行います。 
（指定範囲 1～9） 

3 ○ ○ 

読取り監視タイ

マ 
（４バイト） 

読み取りを開始してから読み取り終了までの監視タイマです。 
（指定範囲 1～9（単位：秒）） 

5 ○ ○ 

フィルタモード

設定 
（４バイト） 

b31      b0 
             OBR_NOFILTER (0)：フィルタ無 
             OBR_SOFTFILTER (1)：ソフトフィルタ有 
             OBR_HARDFILTER (2)：ハードフィルタ有 
             OBR_SOFTHARDFILTER (3)：ソフト/ハードフィルタ有 
 

0 ○ ○ 

フィルタＯＮ監

視 
タイマ（４バイ

ト） 

読取開始（デコード開始）から、フィルタ ON するまでのタイマです。 
（指定範囲 1～8（単位：秒）） 

3 ○ ○ 

 
動作モードテーブル内で、記載されていない数値を設定した場合、パラメータエラーとします。 
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題目 ＯＢＲ バッファの切替え 関数名 OBRChangeBuffMode 

種類   

機能 

ＯＢＲデータの出力先を、ＯＢＲバッファまたは、ＫＥＹバッファのどちらかに切替えます。 

ＫＥＹバッファの指定には OBROpen 要求にて指定された、ウィンドウハンドルにキー出力 

するタイプとアクティブ状態のウィンドウにキー出力するタイプの 2 種類があります。 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRChangeBuffMode(BYTE buftyp) ; 

 

 

 
【パラメータ】 

 BYTE buftype ：バッファ種別 
     OBR_BUFOBR 0x00 ：ＯＢＲバッファ 
      0x01 ：（予約） 
     OBR_STOFF 0x02 ：ＫＥＹバッファ 
                               （OBROpen 要求にて指定された、 

ウィンドウハンドルにキー出力） 
     OBR_ASTOFF 0x03 ：ＫＥＹバッファ 

（アクティブ状態のウィンドウ 
にキー出力） 

 

 

 
【戻り値】 
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM        0xFFFFFFFE：引数データエラー 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されていない場合は OBR_NOT_DEVICE が返ります。 
②出力バッファ先値を内部ワークに格納します。 
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題目 ＯＢＲ 読取コード情報ＧＥＴ 関数名 OBRGetScanningCode 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モード中、読取コード情報（有効/無効）を読込みます。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRGetScanningCode(DWORD *lpdwMode); 

 

 

 
【パラメータ】 

 DWORD *lpdwMode：読取コード情報格納エリアへのポインタ 

 
 

 

 

 

 

 

 
【戻り値】 

  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
読取コード情報の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
 

エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されていない場合は OBR_NOT_DEVICE が返ります。 
③ 内部に持っている M_TBL.Code を返します。 
 

27 



 
DT-870M51 バーコード機能解説書 

 
題目 ＯＢＲ ＣＯＤＥ－３９情報ＧＥＴ 関数名 OBRGetCode39Option 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モード中、Ｃｏｄｅ３９情報を読込みます。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRGetCode39Option(BOOL *pEnabled,BYTE *lpbMinLength, BYTE *lpbMaxLength,  

  BYTE *lpbOutFormat, BYTE *lpbCheckDigit, BYTE *lpbCheckChar); 

 
【パラメータ】 

BOOL *pEnabled：CODE39 コードの状態格納エリアへのポインタ 

TRUE：Code39 有効 

FALSE：Code39 無効 

  BYTE *lpbMinLength：Code39 最小桁数格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbMaxLength：Code39 最大桁数格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbOutFormat：Code39 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 

 

 

 
【戻り値】 

  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
Ｃｏｄｅ３９情報の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されていない場合は OBR_NOT_DEVICE が返ります。 
②内部に持っている M_TBL.Code の判定と M_TBL.Cd39[1][2][3][4][5] を返します。 

 

28 



 
DT-870M51 バーコード機能解説書 

 
題目 ＯＢＲ ＮＷ－７情報ＧＥＴ 関数名 OBRGetNW7Option 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モード中、ＮＷ７情報を読込みます。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRGetNW7Option(BOOL *pEnabled,BYTE *lpbMinLength, BYTE *lpbMaxLength,  

  BYTE *lpbOutFormat, BYTE *lpbCheckDigit, BYTE *lpbCheckChar); 

 
【パラメータ】 

BOOL *pEnabled：NW7 コードの状態格納エリアへのポインタ 

TRUE：NW7 有効 

FALSE：NW7 無効 

  BYTE *lpbMinLength：NW7 最小桁数格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbMaxLength：NW7 最大桁数格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbOutFormat：NW7 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 

 

 

 
【戻り値】 

  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 
備考 

ＮＷ７情報の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されていない場合は OBR_NOT_DEVICE が返ります。 
②内部に持っている M_TBL.Code の判定と M_TBL. Nw7 [1] ~ M_TBL. Nw7 [5]  を返します。 
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DT-870M51 バーコード機能解説書 

 
題目 ＯＢＲ ＷＰＣＡ情報ＧＥＴ 関数名 OBRGetWPCAOption 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モード中、ＷＰＣＡ情報を読込みます。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRGetWPCAOption(BOOL *pEnabled,BYTE *lpbMinLength, BYTE *lpbMaxLength,  

   BYTE *lpbOutFormat, BYTE *lpbCheckDigit, BYTE *lpbCheckChar) 

 
【パラメータ】 

BOOL *pEnabled：WPCA コードの状態格納エリアへのポインタ 

TRUE：WPCA 有効 

FALSE：WPCA 無効 

  BYTE *lpbMinLength：WPCA 最小桁数格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbMaxLength：WPCA 最大桁数格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbOutFormat：WPCA 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 

 

 

 
【戻り値】 

  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
ＷＰＣＡ情報の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されていない場合は OBR_NOT_DEVICE が返ります。 
②内部に持っている M_TBL.Code の判定と M_TBL. Wpcea [1] ~ M_TBL. Wpcea [5]  を返します。 

30 



 
DT-870M51 バーコード機能解説書 

 
題目 ＯＢＲ ＷＰＣ情報ＧＥＴ 関数名 OBRGetWPCOption 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モード中、Ｃｏｄｅ３９情報を読込みます。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRGetWPCOption(BOOL *pEnabled,BYTE *lpbMinLength, BYTE *lpbMaxLength,  

   BYTE *lpbOutFormat, BYTE *lpbCheckDigit, BYTE *lpbCheckChar); 

 
【パラメータ】 

BOOL *pEnabled：WPC コードの状態格納エリアへのポインタ 

TRUE：WPC 有効 

FALSE：WPC 無効 

  BYTE *lpbMinLength：WPC 最小桁数格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbMaxLength：WPC 最大桁数格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbOutFormat：WPC 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 

 

 

 
【戻り値】 

  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
ＷＰＣ情報の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されていない場合は OBR_NOT_DEVICE が返ります。 
②内部に持っている M_TBL.Code の判定と M_TBL. Wpce [1] ~ M_TBL. Wpce [5]  を返します。 
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DT-870M51 バーコード機能解説書 

 
題目 ＯＢＲ ＵＰＣＡ情報ＧＥＴ 関数名 OBRGetUPCAOption 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モード中、ＵＰＣＡ情報を読込みます。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRGetUPCAOption(BOOL *pEnabled,BYTE *lpbMinLength, BYTE *lpbMaxLength,  

   BYTE *lpbOutFormat, BYTE *lpbCheckDigit, BYTE *lpbCheckChar); 

  
【パラメータ】 

BOOL *pEnabled：UPCA コードの状態格納エリアへのポインタ 

TRUE：UPCA 有効 

FALSE：UPCA 無効 

  BYTE *lpbMinLength：UPCA 最小桁数格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbMaxLength：UPCA 最大桁数格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbOutFormat：UPCA 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 

 

 

 
【戻り値】 

  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 
備考 

ＵＰＣＡ情報の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されていない場合は OBR_NOT_DEVICE が返ります。 
②内部に持っている M_TBL.Code の判定と M_TBL. Upcea [1] ~ M_TBL. Upcea [5]  を返します。 
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DT-870M51 バーコード機能解説書 

 
題目 ＯＢＲ ＵＰＣ情報ＧＥＴ 関数名 OBRGetUPCOption 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モード中、ＵＰＣ情報を読込みます。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRGetUPCOption(BOOL *pEnabled,BYTE *lpbMinLength, BYTE *lpbMaxLength,  

   BYTE *lpbOutFormat, BYTE *lpbCheckDigit, BYTE *lpbCheckChar); 

 
【パラメータ】 

BOOL *pEnabled：UPC コードの状態格納エリアへのポインタ 

TRUE：UPC 有効 

FALSE：UPC 無効 

  BYTE *lpbMinLength：UPC 最小桁数格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbMaxLength：UPC 最大桁数格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbOutFormat：UPC 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 

 

 

 
【戻り値】 

  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
ＵＰＣ情報の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されていない場合は OBR_NOT_DEVICE が返ります。 
②内部に持っている M_TBL.Code の判定と M_TBL. Upce [1] ~ M_TBL. Upce [5]  を返します。 
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DT-870M51 バーコード機能解説書 

 

題目 ＯＢＲ Industrial2of5 情報ＧＥＴ 関数名 OBRGetIDF2o5Option 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モード中、ＩＤＦ（Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ ２ｏｆ５）情報を読込みます。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRGetIDF2o5Option(BOOL *pEnabled,BYTE *lpbMinLength, BYTE *lpbMaxLength,  

   BYTE *lpbOutFormat, BYTE *lpbCheckDigit, BYTE *lpbCheckChar); 

 
【パラメータ】 

BOOL *pEnabled：IDF コードの状態格納エリアへのポインタ 

TRUE：IDF 有効 

FALSE：IDF 無効 

  BYTE *lpbMinLength：IDF 最小桁数格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbMaxLength：IDF 最大桁数格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbOutFormat：IDF 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 

 

 

 
【戻り値】 

  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
ＩＤＦ（Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ ２ｏｆ５）情報の内容については、21 ページ動作モードテーブル

を参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されていない場合は OBR_NOT_DEVICE が返ります。 
②内部に持っている M_TBL.Code の判定と M_TBL. Idsf [1] ~ M_TBL. Idsf [5]  を返します。 
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DT-870M51 バーコード機能解説書 

 
題目 ＯＢＲ Interleaved2of5 情報ＧＥＴ 関数名 OBRGetITF2o5Option 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モード中、ＩＴＦ（Ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｄ ２ｏｆ５）情報を読込みます。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRGetITF2o5Option(BOOL *pEnabled,BYTE *lpbMinLength, BYTE *lpbMaxLength,  

   BYTE *lpbOutFormat, BYTE *lpbCheckDigit, BYTE *lpbCheckChar); 

 
【パラメータ】 

BOOL *pEnabled：ITF コードの状態格納エリアへのポインタ 

TRUE：ITF 有効 

FALSE：ITF 無効 

  BYTE *lpbMinLength：ITF 最小桁数格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbMaxLength：ITF 最大桁数格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbOutFormat：ITF 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 

 

 

 
【戻り値】 

  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
ＩＴＦ（Ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｄ ２ｏｆ５）情報の内容については、21 ページ動作モードテーブ

ルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されていない場合は OBR_NOT_DEVICE が返ります。 
②内部に持っている M_TBL.Code の判定と M_TBL. Itrf [1] ~ M_TBL. Itrf [5]  を返します。 
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DT-870M51 バーコード機能解説書 

 
題目 ＯＢＲ ＣＯＤＥ－９３情報ＧＥＴ 関数名 OBRGetCode93Option 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モード中、Ｃｏｄｅ９３情報を読込みます。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRGetCode93Option(BOOL *pEnabled,BYTE *lpbMinLength, BYTE *lpbMaxLength,  

   BYTE *lpbOutFormat, BYTE *lpbCheckDigit, BYTE *lpbCheckChar); 

 
【パラメータ】 

BOOL *pEnabled：CODE93 コードの状態格納エリアへのポインタ 

TRUE：Code93 有効 

FALSE：Code93 無効 

  BYTE *lpbMinLength：Code93 最小桁数格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbMaxLength：Code93 最大桁数格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbOutFormat：Code93 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 

 

 

 
【戻り値】 

  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
Ｃｏｄｅ９３情報の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されていない場合は OBR_NOT_DEVICE が返ります。 
②内部に持っている M_TBL.Code の判定と M_TBL. Cd93 [1] ~ M_TBL. Cd93 [5]  を返します。 
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DT-870M51 バーコード機能解説書 

 
題目 ＯＢＲ ＣＯＤＥ－１２８情報ＧＥＴ 関数名 OBRGetCode128Option 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モード中、Ｃｏｄｅ１２８情報を読込みます。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

int OBRGetCode128Option(BOOL *pEnabled,BYTE *lpbMinLength, BYTE *lpbMaxLength,  

   BYTE *lpbOutFormat, BYTE *lpbCheckDigit, BYTE *lpbCheckChar); 

 
【パラメータ】 

BOOL *pEnabled：CODE128 コードの状態格納エリアへのポインタ 

TRUE：Code128 有効 

FALSE：Code128 無効 

  BYTE *lpbMinLength：Code128 最小桁数格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbMaxLength：Code128 最大桁数格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbOutFormat：Code128 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 

 

 

 
【戻り値】 

  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 
備考 

Ｃｏｄｅ１２８情報の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されていない場合は OBR_NOT_DEVICE が返ります。 
②内部に持っている M_TBL.Code の判定と M_TBL. Cd128 [1] ~ M_TBL. Cd128 [5]  を返します。 
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DT-870M51 バーコード機能解説書 

 
題目 ＯＢＲ ＭＳＩ情報ＧＥＴ 関数名 OBRGetMSIOption 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モード中、ＭＳＩ情報を読込みます。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRGetMSIOption(BOOL *pEnabled,BYTE *lpbMinLength, BYTE *lpbMaxLength,  

   BYTE *lpbOutFormat, BYTE *lpbCheckDigit, BYTE *lpbCheckChar); 

 
【パラメータ】 

BOOL *pEnabled：MSI コードの状態格納エリアへのポインタ 

TRUE：MSI 有効 

FALSE：MSI 無効 

  BYTE *lpbMinLength：MSI 最小桁数格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbMaxLength：MSI 最大桁数格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbOutFormat：MSI 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 

 

 

 
【戻り値】 

  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
ＭＳＩ情報の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されていない場合は OBR_NOT_DEVICE が返ります。 
②内部に持っている M_TBL.Code の判定と M_TBL. Msi [1] ~ M_TBL. Msi [5]  を返します。 

38 



 
DT-870M51 バーコード機能解説書 

 
題目 ＯＢＲ ＩＡＴＡ情報ＧＥＴ 関数名 OBRGetIATAOption 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モード中、ＩＡＴＡ情報を読込みます。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRGetIATAOption(BOOL *pEnabled,BYTE *lpbMinLength, BYTE *lpbMaxLength,  

   BYTE *lpbOutFormat, BYTE *lpbCheckDigit, BYTE *lpbCheckChar); 

 
【パラメータ】 

BOOL *pEnabled：IATA コードの状態格納エリアへのポインタ 

TRUE：IATA 有効 

FALSE：IATA 無効 

  BYTE *lpbMinLength：IATA 最小桁数格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbMaxLength：IATA 最大桁数格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbOutFormat：IATA 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 

  BYTE *lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 

 

 

 
【戻り値】 

  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
ＩＡＴＡ情報の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されていない場合は OBR_NOT_DEVICE が返ります。 
②内部に持っている M_TBL.Code の判定と M_TBL. Iata [1] ~ M_TBL. Iata [5]  を返します。 
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DT-870M51 バーコード機能解説書 

 
題目 ＯＢＲ 読取方式情報ＧＥＴ 関数名 OBRGetScanningType 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モード中、読取方式情報を読込みます。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRGetScanningType (BYTE *lpbMode); 

 
【パラメータ】 

  BYTE * lpbMode：読取方式情報格納エリアへのポインタ 

       OBR_TYPE0：単発読み 

OBR_TYPE1：連続読み（トリガキー有り） 

       OBR_TYPE2：連続読み（トリガキー無し（非公開）） 

       OBR_TYPE3：連続読み（トリガキー切替（非公開）） 

       OBR_TYPE4：連続読み(２アクションモード（非公開）) 

       OBR_TYPE5：連続読み(回数読み（非公開）) 

 

 
【戻り値】 

  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
読取方式情報の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されていない場合は OBR_NOT_DEVICE が返ります。 
②内部に持っている M_TBL. Type を返します。 
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DT-870M51 バーコード機能解説書 

 
題目 ＯＢＲ ブザー制御情報ＧＥＴ 関数名 OBRGetBuzzer 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モード中、ブザー制御情報を読込みます。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRGetBuzzer(BYTE *lpbMode); 

 
【パラメータ】 

BYTE * lpbMode：ブザー制御情報格納エリアへのポインタ 

       OBR_BUZOFF：ブザー制御無し 

OBR_BUZON：ブザー制御有り 

 

 

 

 

 
【戻り値】 

  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
ブザー制御情報の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されていない場合は OBR_NOT_DEVICE が返ります。 
②内部に持っている M_TBL. Buzc を返します。 
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DT-870M51 バーコード機能解説書 

 
題目 ＯＢＲ ＬＥＤ制御情報ＧＥＴ 関数名 OBRGetLED 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モード中、ＬＥＤ制御情報を読込みます。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRGetLED(BYTE *lpbMode); 

 
【パラメータ】 

BYTE *lpbMode：ＬＥＤ制御情報格納エリアへのポインタ 

       OBR_LEDOFF：LED 制御無し 

OBR_LEDON：LED 制御有り 

       OBR_LEDEROF：LED 制御有り (エラーなし) 
 

 

 

 

 

 
【戻り値】 

  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
ＬＥＤ制御情報の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されていない場合は OBR_NOT_DEVICE が返ります。 
②内部に持っている M_TBL. Ledc を返します。 
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DT-870M51 バーコード機能解説書 

 
題目 ＯＢＲ 出力バッファ情報ＧＥＴ 関数名 OBRGetBuffType 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モード中、出力バッファ情報を読込みます。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRGetBuffType(BYTE *lpbType); 

 
【パラメータ】 

BYTE *lpbType：出力バッファ情報格納エリアへのポインタ 

       OBR_BUFOBR：OBR データバッファ 

OBR_STOFF：KEY バッファ選択（指定ｳｨﾝﾄﾞｳﾊﾝﾄﾞﾙ（START コード無し）） 

       OBR_ASTOFF：KEY バッファ選択（ｱｸﾃｨﾌﾞ ｳｨﾝﾄﾞｳﾊﾝﾄﾞﾙ（START コード無し）） 

 

 

 

 
【戻り値】 

  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
出力バッファ情報の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されていない場合は OBR_NOT_DEVICE が返ります。 
②内部に持っている M_TBL. Bufc を返します。 
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DT-870M51 バーコード機能解説書 

 
題目 ＯＢＲ 終了コード情報ＧＥＴ 関数名 OBRGetSuffixChar 

種類   

機能 
ＯＢＲの動作モード中、終了コード情報を読込みます。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRGetSuffixChar(BYTE *lpbEndchar); 

 

 

 
【パラメータ】 

 BYTE *lpbEndchar：終了コード情報格納エリアへのポインタ 

       OBR_ENDCR：CR コード(0Dh) 

OBR_ENDLF：LF コード(0Ah) 

       OBR_ENDCL：CR コード+LF コード(0D0Ah) 

 

 

 

 

 
【戻り値】 

  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
終了コード情報の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されていない場合は OBR_NOT_DEVICE が返ります。 
②内部に持っている M_TBL. Endc を返します。 
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DT-870M51 バーコード機能解説書 

 
題目 

ＯＢＲ 読取動作モードＧＥＴ 
関数

名 
OBRGetModeReadAction 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モード中、読取動作モード情報を読込みます。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRGetModeReadAction (BYTE *lpbType); 

 

 

 
【パラメータ】 

 BYTE *lpbType：読取動作モード情報格納エリアへのポインタ 

       OBR_NORM：通常読み 

OBR_DANN：段数読み 

 

 
【戻り値】 

  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
読取動作モード情報の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されていない場合は OBR_NOT_DEVICE が返ります。 
②内部に持っている M_TBL. Mode を返します。 
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DT-870M51 バーコード機能解説書 

 
題目 ＯＢＲ 照合回数情報ＧＥＴ 関数名 OBRGetCheckCounter 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モード中、照合回数情報を読込みます。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRGetCheckCounter (int *lpiCounter); 

 

 

 
【パラメータ】 

 int *lpiCounter：照合回数情報格納エリアへのポインタ 

 
 
 

 

 

 

 

 
【戻り値】 

  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
照合回数情報の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されていない場合は OBR_NOT_DEVICE が返ります。 
②内部に持っている M_TBL. cmp_ct を返します。 
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DT-870M51 バーコード機能解説書 

 
題目 ＯＢＲ 読取回数情報ＧＥＴ 関数名 OBRGetScanningCounter 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モード中、読取回数情報を読込みます。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRGetScanningCounter(int *lpiCounter); 

 

 

 
【パラメータ】 

 int *lpiCounter：読取回数情報格納エリアへのポインタ 

 
 

 
【戻り値】 

  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
読取回数情報の内容については、P.21 動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されていない場合は OBR_NOT_DEVICE が返ります。 
②内部に持っている M_TBL. rd_ct を返します。 
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DT-870M51 バーコード機能解説書 

 
題目 

ＯＢＲ スキャン終了監視タイマ情報 GET  
関数

名 
OBRGetScanningTimeout 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モード中、スキャン終了監視タイマ情報を読込みます。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 OBRGetScanningTimeout(int *lpiTimer); 

 

 

 
【パラメータ】 

 int * lpiTimer：スキャン終了監視タイマ情報格納エリアへのポインタ 

 
 

 

 

 

 

 
【戻り値】 

  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
スキャン終了監視タイマ情報の内容については、P.21 動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されていない場合は OBR_NOT_DEVICE が返ります。 
②内部に持っている M_TBL. scn_tm を返します。 
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DT-870M51 バーコード機能解説書 

 
題目 ＯＢＲ 読取コード情報ＳＥＴ 関数名 OBRSetScanningCode 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モードに、指定された読取コード情報を設定します。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 OBRSetScanningCode(DWORD dwMode); 

 

 

 
【パラメータ】 

 DWORD dwMode：設定する読取コード情報 

 
 

 
【戻り値】 
  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
読取コード情報の内容については、P.21 動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されている場合は OBR_PON を返します。 
②内部に持っている M_TBL. Code を設定します。 
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DT-870M51 バーコード機能解説書 

 
題目 ＯＢＲ ＣＯＤＥ－３９情報情報ＳＥＴ 関数名 OBRSetCode39Option 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モードに、指定されたＣＯＤＥ３９情報を設定します。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRSetCode39Option(BYTE bEnabled,BYTE bMinLength, BYTE bMaxLength,  

BYTE bOutFormat,BYTE bCheckDigit, BYTE bCheckChar); 

 

 

 
【パラメータ】 

 BYTE bEnabled：Code39 コード使用の有効／無効設定情報 

       OBR_CODE_ENBLE：Code39 有効 

OBR_CODE_DISABLE：Code39 無効 

       OBR_CODE_IGNORE：Code39 コード使用の有効／無効設定内容継続 
    BYTE bMinLength：Code39 最小桁数設定値 

    BYTE bMaxLength：Code39 最大桁数設定値 
    BYTE bOutFormat：Code39 出力フォーマット設定値 

    BYTE bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 
    BYTE bCheckChar：チェックキャラクタ出力指示設定値 

 
【戻り値】 
  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 
備考 

ＣＯＤＥ３９情報の内容については、P.21 動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されている場合は OBR_PON を返します。 
②内部に持っている M_TBL. Code と Cd39[1] ~[5] を設定します。 
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DT-870M51 バーコード機能解説書 

 
題目 ＯＢＲ ＮＷ－７情報情報ＳＥＴ 関数名 BRSetNW7Option 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モードに、指定されたＮＷ７情報を設定します。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRSetNW7Option(BYTE bEnabled,BYTE bMinLength, BYTE bMaxLength,  

BYTE bOutFormat) 

 

 

 
【パラメータ】 

 BYTE bEnabled：NW7 コード使用の有効／無効設定情報 

       OBR_CODE_ENBLE：NW7 有効 

OBR_CODE_DISABLE：NW7 無効 

       OBR_CODE_IGNORE：NW7 コード使用の有効／無効設定内容継続 
    BYTE bMinLength：NW7 最小桁数設定値 

    BYTE bMaxLength：NW7 最大桁数設定値 
    BYTE bOutFormat：NW7 出力フォーマット設定値 

 

 

 
【戻り値】 
  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 
備考 

ＮＷ７情報の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されている場合は OBR_PON を返します。 
②内部に持っている M_TBL. Code と Nw7 [1][2][5] を設定します。 
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DT-870M51 バーコード機能解説書 

 
題目 ＯＢＲ ＷＰＣＡ情報情報ＳＥＴ 関数名 OBRSetWPCAOption 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モードに、指定されたＷＰＣＡ情報を設定します。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRSetWPCAOption(BYTE bEnabled,BYTE bCheckDigit); 

 

 

 
【パラメータ】 

 BYTE bEnabled：WPCA コード使用の有効／無効設定情報 

       OBR_CODE_ENBLE：WPCA 有効 

OBR_CODE_DISABLE：WPCA 無効 

       OBR_CODE_IGNORE：WPCA コード使用の有効／無効設定内容継続 
    BYTE bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 

 

 

 

 

 
【戻り値】 
  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE  ：引数データエラー 
 OBR_PON           0xFFFF0700  ：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 
備考 

ＷＰＣＡ情報の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されている場合は OBR_PON を返します。 
②内部に持っている M_TBL. Code と Wpcea [4] を設定します。 
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DT-870M51 バーコード機能解説書 

 
題目 ＯＢＲ ＷＰＣ情報情報ＳＥＴ 関数名 OBRSetWPCOption 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モードに、指定されたＷＰＣ情報を設定します。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRSetWPCOption(BYTE bEnabled,BYTE bCheckDigit); 

 

 

 
【パラメータ】 

 BYTE bEnabled：WPC コード使用の有効／無効設定情報 

       OBR_CODE_ENBLE：WPC 有効 

OBR_CODE_DISABLE：WPC 無効 

       OBR_CODE_IGNORE：WPC コード使用の有効／無効設定内容継続 
BYTE bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 

 

 

 

 

 
【戻り値】 
  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 
備考 

ＷＰＣ情報の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されている場合は OBR_PON を返します。 
②内部に持っている M_TBL. Code と Wpce [4] を設定します。 
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DT-870M51 バーコード機能解説書 

 
題目 ＯＢＲ ＵＰＣＡ情報情報ＳＥＴ 関数名 OBRSetUPCAOption 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モードに、指定されたＵＰＣＡ情報を設定します。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRSetUPCAOption(BYTE bEnabled,BYTE bCheckDigit, BYTE bCheckChar); 

 

 

 
【パラメータ】 

 BYTE bEnabled：UPCA コード使用の有効／無効設定情報 

       OBR_CODE_ENBLE：UPCA 有効 

OBR_CODE_DISABLE：UPCA 無効 

       OBR_CODE_IGNORE：UPCA コード使用の有効／無効設定内容継続 
    BYTE bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 
    BYTE bCheckChar：チェックキャラクタ出力指示設定値 

 

 

 

 
【戻り値】 
  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 
備考 

ＵＰＣＡ情報の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されている場合は OBR_PON を返します。 
②内部に持っている M_TBL. Code と Upcea [4] [5]を設定します。 
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DT-870M51 バーコード機能解説書 

 
題目 ＯＢＲ ＵＰＣ情報情報ＳＥＴ 関数名 OBRSetUPCOption 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モードに、指定されたＵＰＣ情報を設定します。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRSetUPCOption(BYTE bEnabled,BYTE bCheckDigit, BYTE bCheckChar); 

 

 

 
【パラメータ】 

 BYTE bEnabled：UPC コード使用の有効／無効設定情報 

       OBR_CODE_ENBLE：UPC 有効 

OBR_CODE_DISABLE：UPC 無効 

       OBR_CODE_IGNORE：UPC コード使用の有効／無効設定内容継続 
    BYTE bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 
    BYTE bCheckChar：チェックキャラクタ出力指示設定値 

 

 

 

 
【戻り値】 
  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 
備考 

ＵＰＣ情報の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されている場合は OBR_PON を返します。 
②内部に持っている M_TBL. Code と Upce [4] [5]を設定します。 
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DT-870M51 バーコード機能解説書 

 
題目 

ＯＢＲ Industrial2of5 情報ＳＥＴ 
関数

名 
OBRSetIDF2o5Option 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モードに、指定されたＩＤＦ（Industrial2of5）情報を設定します。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRSetIDF2o5Option(BYTE bEnabled,BYTE bMinLength, BYTE bMaxLength,  

BYTE bCheckDigit,BYTE bCheckChar); 

 

 

 
【パラメータ】 

 BYTE bEnabled：IDF コード使用の有効／無効設定情報 

       OBR_CODE_ENBLE：IDF 有効 

OBR_CODE_DISABLE：IDF 無効 

       OBR_CODE_IGNORE：IDF コード使用の有効／無効設定内容継続 
    BYTE bMinLength：IDF 最小桁数設定値 

    BYTE bMaxLength：IDF 最大桁数設定値 
    BYTE bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 
    BYTE bCheckChar：チェックキャラクタ出力指示設定値 

 

 
【戻り値】 
  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 
備考 

ＩＤＦ情報の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されている場合は OBR_PON を返します。 
②内部に持っている M_TBL. Code と Idsf [1][2] [4] [5]を設定します。 
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題目 ＯＢＲ Interleaved2of5 情報 SET  関数名 OBRSetITF2o5Option 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モードに、指定されたＩＴＦ（Interleaved2of5）情報を設定します。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRSetITF2o5Option(BYTE bEnabled,BYTE bMinLength, BYTE bMaxLength,  

BYTE bCheckDigit,BYTE bCheckChar); 

 

 

 
【パラメータ】 

 BYTE bEnabled：ITF コード使用の有効／無効設定情報 

       OBR_CODE_ENBLE：ITF 有効 

OBR_CODE_DISABLE：ITF 無効 

       OBR_CODE_IGNORE：ITF コード使用の有効／無効設定内容継続 
    BYTE bMinLength：ITF 最小桁数設定値 

    BYTE bMaxLength：ITF 最大桁数設定値 
    BYTE bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 
    BYTE bCheckChar：チェックキャラクタ出力指示設定値 

 

 
【戻り値】 
  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 
備考 

ＩＴＦ情報の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されている場合は OBR_PON を返します。 
②内部に持っている M_TBL. Code と Itrf [1][2] [4] [5]を設定します。 
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題目 ＯＢＲ ＣＯＤＥ－９３情報情報 SET 関数名 OBRSetCode93Option 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モードに、指定されたＣＯＤＥ９３情報を設定します。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRSetCode93Option(BYTE bEnabled,BYTE bMinLength, BYTE bMaxLength, 

 BYTE bCheckDigit); 

 

 

 
【パラメータ】 

 BYTE bEnabled：Code93 コード使用の有効／無効設定情報 

       OBR_CODE_ENBLE：Code93 有効 

OBR_CODE_DISABLE：Code93 無効 

       OBR_CODE_IGNORE：Code93 コード使用の有効／無効設定内容継続 
    BYTE bMinLength：Code93 最小桁数設定値 

    BYTE bMaxLength：Code93 最大桁数設定値 
    BYTE bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 

 
【戻り値】 
  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 
備考 

ＣＯＤＥ９３情報の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されている場合は OBR_PON を返します。 
②内部に持っている M_TBL. Code と Cd93 [1][2] [4] を設定します。 
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題目 ＯＢＲ ＣＯＤＥ－１２８情報情報ＳＥＴ 関数名 OBRSetCode128Settings 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モードに、指定されたＣＯＤＥ１２８情報を設定します。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRSetCode128Settings(BYTE bEnabled,BYTE bMinLength, BYTE bMaxLength, 

 BYTE bOutFormat,BYTE bCheckDigit); 

 

 

 
【パラメータ】 

 BYTE bEnabled：Code128 コード使用の有効／無効設定情報 

       OBR_CODE_ENBLE：Code128 有効 

OBR_CODE_DISABLE：Code128 無効 

       OBR_CODE_IGNORE：Code128 コード使用の有効／無効設定内容継続 
    BYTE bMinLength：Code128 最小桁数設定値 

    BYTE bMaxLength：Code128 最大桁数設定値 
    BYTE bOutFormat：Code128 出力フォーマット設定値 

    BYTE bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 

 

 
【戻り値】 
  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 
備考 

ＣＯＤＥ１２８情報の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されている場合は OBR_PON を返します。 
②内部に持っている M_TBL. Code と Cd128 [1][2][3][4] を設定します。 
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題目 ＯＢＲ ＭＳＩ情報情報ＳＥＴ 関数名 OBRSetMSIOption 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モードに、指定されたＭＳＩ情報を設定します。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRSetMSIOption(BYTE bEnabled,BYTE bMinLength, BYTE bMaxLength,  

BYTE bCheckDigit,BYTE bCheckChar); 

 

 

 
【パラメータ】 

 BYTE bEnabled：MSI コード使用の有効／無効設定情報 

       OBR_CODE_ENBLE：MSI 有効 

OBR_CODE_DISABLE：MSI 無効 

       OBR_CODE_IGNORE：MSI コード使用の有効／無効設定内容継続 
    BYTE bMinLength：MSI 最小桁数設定値 

    BYTE bMaxLength：MSI 最大桁数設定値 
    BYTE bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 
    BYTE bCheckChar：チェックキャラクタ出力指示設定値 

 

 
【戻り値】 
  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 
備考 

ＭＳＩ情報の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されている場合は OBR_PON を返します。 
②内部に持っている M_TBL. Code と Msi [1][2][4][5] を設定します。 
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題目 ＯＢＲ ＩＡＴＡ情報情報ＳＥＴ 関数名 OBRSetIATAOption 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モードに、指定されたＩＡＴＡ情報を設定します。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRSetIATAOption(BYTE bEnabled,BYTE bMinLength, BYTE bMaxLength,  

BYTE bCheckDigit); 

 

 

 
【パラメータ】 

 BYTE bEnabled：IATA コード使用の有効／無効設定情報 

       OBR_CODE_ENBLE：IATA 有効 

OBR_CODE_DISABLE：IATA 無効 

       OBR_CODE_IGNORE：IATA コード使用の有効／無効設定内容継続 
    BYTE bMinLength：IATA 最小桁数設定値 

    BYTE bMaxLength：IATA 最大桁数設定値 
    BYTE bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 

 

 
【戻り値】 
  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 
備考 

ＩＡＴＡ情報の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されている場合は OBR_PON を返します。 
②内部に持っている M_TBL. Code と Iata [1][2][4] を設定します。 
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題目 ＯＢＲ 読取方式情報ＳＥＴ 関数名 OBRSetScanningType 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モードに、指定された読取方式情報を設定します。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRSetScanningType (BYTE bType); 

 

 

 
【パラメータ】 

 BYTE bType：設定する読取方式情報 

       OBR_TYPE0：単発読み 

OBR_TYPE1：連続読み（トリガキー有り） 

       OBR_TYPE2：連続読み（トリガキー無し（非公開）） 

       OBR_TYPE3：連続読み（トリガキー切替（非公開）） 

       OBR_TYPE4：連続読み(２アクションモード（非公開）) 

       OBR_TYPE5：連続読み(回数読み（非公開）) 

 
【戻り値】 
  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
ＯＢＲの動作モードの内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されている場合は OBR_PON を返します。 
②内部に持っている M_TBL.Type を設定します。 
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題目 ＯＢＲ ブザー制御情報情報ＳＥＴ 関数名 OBRSetBuzzer 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モードに、指定されたブザー制御情報を設定します。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRSetBuzzer(BYTE bMode); 

 

 

 
【パラメータ】 

 BYTE bMode：設定するブザー制御情報 

       OBR_BUZOFF：ブザー制御無し 

OBR_BUZON：ブザー制御有り 

 

 
 
 
 
 
【戻り値】 
  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 
備考 

ＯＢＲの動作モードの内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されている場合は OBR_PON を返します。 
②内部に持っている M_TBL.Buzc を設定します。 
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題目 ＯＢＲ ＬＥＤ制御情報ＳＥＴ 関数名 OBRSetLED 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モードに、指定されたＬＥＤ制御情報を設定します。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 OBRSetLED(BYTE bMode); 

 

 

 
【パラメータ】 

 BYTE bMode：設定するＬＥＤ制御情報 

       OBR_LEDOFF：LED 制御無し 

OBR_LEDON：LED 制御有り 

       OBR_LEDEROF：LED 制御有り (エラーなし) 

 

 

 

 

 
【戻り値】 
  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 
備考 

ＯＢＲの動作モード中の内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されている場合は OBR_PON を返します。 
②内部に持っている M_TBL.Ledc を設定します。 
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題目 ＯＢＲ 終了コード情報ＳＥＴ 関数名 OBRSetSuffixChar 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モードに、指定された終了コード情報を設定します。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 OBRSetSuffixChar(BYTE bEndchar); 

 

 

 
【パラメータ】 

 BYTE bEndchar：設定する終了コード情報 

       OBR_ENDCR：CR コード(0Dh) 

OBR_ENDLF：LF コード(0Ah) 

       OBR_ENDCL：CR コード+LF コード(0D0Ah) 

 

 

 

 
【戻り値】 
  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
ＯＢＲの動作モードの内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されている場合は OBR_PON を返します。 
②内部に持っている M_TBL.Endc を設定します。 
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題目 

ＯＢＲ 読取動作モード情報ＳＥＴ 
関数

名 
OBRSetModeReadAction 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モードに、指定された読取動作モード情報を設定します。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 OBRSetModeReadAction (BYTE bType); 

 

 

 
【パラメータ】 

 BYTE bType：設定する読取動作モード情報 

       OBR_NORM：通常読み 

OBR_DANN：段数読み 

 

 

 

 

 
【戻り値】 
  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
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備考 
ＯＢＲの動作モードの内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されている場合は OBR_PON を返します。 
②内部に持っている M_TBL.Mode を設定します。 

 
題目 ＯＢＲ 照合回数情報ＳＥＴ 関数名 OBRSetCheckCounter 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モードに、指定された照合回数情報を設定します。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 OBRSetCheckCounter(int iCounter); 

 

 

 
【パラメータ】 

 int iCounter：設定する照合回数情報（指定範囲 1～９） 

 
 

 

 

 

 

 
【戻り値】 
  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
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備考 
ＯＢＲの動作モードの内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されている場合は OBR_PON を返します。 
②内部に持っている M_TBL.cmp_ct を設定します。 

 
題目 

ＯＢＲ 読取回数情報ＳＥＴ 
関数

名 
OBRSetScanningCounter 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モードに、指定された読取回数情報を設定します。 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 OBRSetScanningCounter(int iCounter); 

 

 

 
【パラメータ】 

 int iCounter：設定する読取回数情報（指定範囲 1～９） 

 
 

 
【戻り値】 
  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
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備考 
ＯＢＲの動作モードの内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されている場合は OBR_PON を返します。 
②内部に持っている M_TBL.rd_ct を設定します。 

 
 
 
 

題目 ＯＢＲ スキャン終了監視タイマ情報ＳＥＴ 関数

名 
OBRSetScanningTimeout 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モードに、指定されたスキャン終了監視タイマ情報を設定します。 
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Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 OBRSetScanningTimeout(int iTimer); 

 

 

 
【パラメータ】 

 int iTimer：設定するスキャン終了監視タイマ情報（指定範囲 1～９（単位：秒）） 

 
 

 

 

 

 

 
【戻り値】 
  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
ＯＢＲの動作モードの内容については、21 ページ動作モードテーブルを参照してください。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されている場合は OBR_PON を返します。 
②内部に持っている M_TBL.scn_tm を設定します。 

 
題目 ＯＢＲ 初期値情報ＳＥＴ 関数名 OBRSetDefaultSymbology 種類   

機能 
ＯＢＲの動作モードを、初期値（ＯＢＲドライバ、デフォルト値）に設定します。 
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Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 OBRSetDefaultSymbology(void); 

 

 

 
【パラメータ】 

  なし 

 
 

 

 

 

 

 
【戻り値】 
  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されている場合は OBR_PON を返します。 
②内部に持っている M_TBL をデフォルト値に戻します。 

 
題目 

ＯＢＲ ini Ｆｉｌｅ読込み情報ＳＥＴ 
関数

名 
OBRSetIniFileOption 種類   
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機能 
ini Ｆｉｌｅの読込みを行い、ＯＢＲドライバの動作モード初期値（ＯＢＲドライバ、デフォルト

値）の 

変更を行います。 

 

 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRSetIniFileOption(void); 

 

 

 
【パラメータ】 

  なし 

 
 

 

 

 

 

 
【戻り値】 
  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
ini File が存在しない場合でも、正常終了します。 

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されている場合は OBR_PON を返します。 
②ini Ｆｉｌｅの読込みは行わず、OBR_OK を返します。 
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題目 
ＯＢＲ ini Ｆｉｌｅ書き込み 

関数

名 
OBRUpDateIniFileOption 種類   

機能 
ＯＢＲドライバの、現在の動作モードを ini Ｆｉｌｅに書き込みを行います。 

 
 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRUpDateIniFileOption(void); 

 

 

 
【パラメータ】 

  なし 

 
 

 

 

 

 

 
【戻り値】 
  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されている場合は OBR_PON を返します。 

②ini Ｆｉｌｅの書き込みは行わず、OBR_OK を返します。 
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題目 ＯＢＲ フィルタモード情報ＧＥＴ 関数名 OBRGetFilterFunction 種類   

機能 
ＯＢＲドライバの、現在のフィルタモード情報を読込みます。 

 
 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRGetFilterFunction(DWORD *lpdwFuncMode); 

 

 

 
【パラメータ】 

 DWORD *lpdwFuncMode：フィルタモード情報格納エリアへのポインタ 

     OBR_NOFILTER   ：フィルタ未使用 

     OBR_SOFTFILTER  ：ソフトフィルタ使用 

     OBR_HARDFILTER  ：ハードフィルタ使用 

     OBR_SOFTHARDFILTER：ソフト及びハードフィルタ使用 

 

 

 
【戻り値】 
  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されている場合は OBR_PON を返します。 

②内部に持っている M_TBL. dwFilterMode を返します。 
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題目 ＯＢＲ フィルタモード情報ＳＥＴ 関数名 OBRSetFilterFunction 種類   

機能 
ＯＢＲドライバの、現在のフィルタモード情報の設定を行います。 

 
 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRSetFilterFunction(DWORD dwFuncMode); 

 

 
 
【パラメータ】 

 DWORD dwFuncMode：フィルタモード情報設定値 

     OBR_NOFILTER   ：フィルタ未使用 

     OBR_SOFTFILTER  ：ソフトフィルタ使用 

     OBR_HARDFILTER  ：ハードフィルタ使用 

     OBR_SOFTHARDFILTER：ソフト及びハードフィルタ使用 

 

 

 
【戻り値】 
  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されている場合は OBR_PON を返します。 

②内部に持っている M_TBL.dwFilterMode を設定します。 
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題目 ＯＢＲ フィルタＯＮタイマ情報ＧＥＴ 関数名 OBRGetFilterOnTimer 種類   

機能 
ＯＢＲドライバの、現在のフィルタＯＮタイマ情報を読込みます。 

 
 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRGetFilterOnTimer(int *lpiTimer) 

 

 

 
【パラメータ】 

 DWORD *lpdwFuncMode：フィルタ ON タイマ情報格納エリアへのポインタ 

 

 

 

 

 

 

 
【戻り値】 
  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
フィルタ ON タイマ：スキャン開始（デコード開始）からソフト／ハードフィルタ ON するまでの時間

 
エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されている場合は OBR_PON を返します。 
②内部に持っている M_TBL.dwFilterCnt を返します。 
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題目 ＯＢＲ フィルタＯＮタイマ情報ＳＥＴ 関数名 OBRSetFilterOnTimer 種類   

機能 
ＯＢＲドライバの、現在のフィルタＯＮタイマ情報の設定を行います。 

 
 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRSetFilterOnTimer(int iTimer); 

 

 

 
【パラメータ】 

 DWORD  iTimer：フィルタ ON タイマ情報設定値 

            （秒単位、範囲：1～8） 

 

 

 

 

 

 
【戻り値】 
  
 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 
 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 
 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 

 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 

 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 

 

備考 
フィルタ ON タイマ：スキャン開始（デコード開始）からソフト／ハードフィルタ ON するまでの時間

 

エミュレータの処理 
①OBROpen（）が発行されている場合は OBR_PON を返します。 
②内部に持っている M_TBL.dwFilterCnt を設定します。 
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題目 LOG 情報採取要求 関数名 OBRIntLogRequest 種類  

機能 

OBR ドライバ（スキャナ部、デコーダ部）にて採取したＬＯＧ情報取り出し要求を行います。 

ドライバは本関数を受付ける事によりＬＯＧ情報をファイルに出力します。 

 スキャナ部：ObrLog.dat（ルートディレクトリに作成します） 

 デコーダ部：DecodeLog.dat（ルートディレクトリに作成します） 

Ｃ言語インタフェース 

 
【ｺｰﾘﾝｸﾞｼｰｹﾝｽ】 

 int OBRIntLogRequest(void); 

 

 

 
【パラメータ】 

 なし 

 

 

 

 

 

 

 
【戻り値】 

 
 OBR_OK    0x00000000 ：正常終了 

  

 

備考 
エミュレータの処理 

①何もせずに OBR_OK を返します。 
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§4.ＬＯＧ情報説明 

 

4-1. LOG ファイル形式 

 
LOG ファイル形式 

先頭４バイト：LOG ファイル書き込みカウンタ 

５バイト以降：ＬＯＧ情報 

 
ＬＯＧ情報レコード形式 

LOGID 
（４バイト） 

LOGINF１ 

（４バイト） 

LOGINF２ 

（４バイト） 

LOGINF３ 

（４バイト） 

 
 
 
  ＬＯＧＩＤ：採取 LOG 情報識別子 

 ＬＯＧＩＮＦ１：LOG 付加情報１（各 LOG 採取時、付加情報設定） 

  ＬＯＧＩＮＦ２：LOG 付加情報２（各 LOG 採取時、付加情報設定） 

  ＬＯＧＩＮＦ３：LOG 付加情報３（各 LOG 採取時、付加情報設定） 

  
 ファイル名（スキャナ部、デコーダ部ともルートディレクトリにファイルを生成します） 

  スキャナ部のＬＯＧファイル名：ObrLog.dat 

  デコーダ部のＬＯＧファイル名：DecodeLog.dat 
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4-2. スキャナ部ＬＯＧＩＤの説明 

 

LOGID LOG 情報の内容 

0x00000001 タイミング割込み開始 

0x00000002 タイミング割込み終了 

0x00000003 マトリクス処理起動要求開始 

0x00000004 マトリクス処理起動要求終了 

0x00000005 ＤＭＡ開始 

0x00000006 ＤＭＡ停止 

0x00000007 シグナルエラー割込み発生 

0x00000008 タイミングエラー割込み発生 

0x00000009 不正割込み発生 

0x0000000A タイミングカウンタ不正（8.33ms～12.5ms 以外の値時に発生） 

0x0000000B 異常チェックフェーズ処理 

0x0000000C データスキップフェーズ処理 

0x0000000D データ RECV（ファースト）フェーズ処理 

0x0000000E データ RECV（セカンド）フェーズ処理 

0x0000000F デコード開始 

0x00000010 デコード終了 

0x00000011 データバッファ編集処理開始 

0x00000012 データバッファ編集処理終了 

0x00000013 データ照合処理続行 

0x00000014 二度読み発生 

0x00000015 読取方式 2or3 時の読取完了 

0x00000016 読取方式 4 時の読取完了 

0x00000017 マトリクススレッドのマトリクス処理開始 

0x00000018 マトリクススレッドのマトリクス処理終了 

0x00000019 マトリクス処理 

0x00000064 ＯＢＲ ＯＰＥＮ要求受付（OBR_open） 

0x00000065 ＯＢＲ ＯＰＥＮ要求終了（OBR_open） 

0x00000066 ＯＢＲ ＣＬＯＳＥ要求受付（OBR_close） 

0x00000067 ＯＢＲ ＣＬＯＳＥ要求終了（OBR_close） 

0x0000008E ＯＢＲ Ｉ／Ｏ ＣＯＮＴＲＯＬ要求受付 

0x0000008F ＯＢＲ Ｉ／Ｏ ＣＯＮＴＲＯＬ要求終了 

0x00000096 ＯＢＲ ＰＯＷＵＰ受付 

0x00000097 ＯＢＲ ＰＯＷＵＰ終了 

0x00000098 ＯＢＲ ＰＯＷＤＯＷＮ受付 
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0x00000099 ＯＢＲ ＰＯＷＤＯＷＮ終了 
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4-3. デコーダ部ＬＯＧＩＤの説明 

 
LOGID LOG 情報の内容 

0x00000001 デコード開始 

0x00000002 デコード終了 

0x00000003 マージ処理開始 

0x00000004 マージ処理終了 

0x00000005 ＣＯＤＥ３９デコード開始 

0x00000006 ＣＯＤＥ３９デコード終了 

0x00000007 ＮＷ７デコード開始 

0x00000008 ＮＷ７デコード終了 

0x0000000B ＷＰＣデコード開始 

0x0000000C ＷＰＣデコード終了 

0x0000000F ＵＰＣ-Ｅデコード開始 

0x00000010 ＵＰＣ-Ｅデコード終了 

0x00000011 ＩＤＦ／ＩＴＦデコード開始 

0x00000012 ＩＤＦ／ＩＴＦデコード終了 

0x00000015 ＣＯＤＥ９３デコード開始 

0x00000016 ＣＯＤＥ９３デコード終了 

0x00000017 ＣＯＤＥ１２８デコード開始 

0x00000018 ＣＯＤＥ１２８デコード終了 

0x00000019 ＭＳＩデコード開始 

0x0000001A ＭＳＩデコード終了 

0x0000001B ＩＡＴＡデコード開始 

0x0000001C ＩＡＴＡデコード終了 

0x0000001D ＪＡＮデコード開始 

0x0000001E ＪＡＮデコード終了 

0x0000001F ＡＤＤ ＯＮデコード開始 

0x00000020 ＡＤＤ ＯＮデコード終了 

0x00000064 デコード ＯＰＥＮ要求受付 

0x00000065 デコード ＯＰＥＮ要求終了 

0x00000066 デコード ＣＬＯＳＥ要求受付 

0x00000067 デコード ＣＬＯＳＥ要求終了 

0x00000068 デコード 要求受付 

0x00000069 デコード 要求終了 

0x0000006A デコード ＧＥＴＲＥＶ要求受付 

0x0000006B デコード ＧＥＴＲＥＶ要求終了 
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